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投票速報における不在者投票者数の
二重計上防止について



投票速報事前情報入力（19日）の概要（現行）
不在者投票者数.csvの作成：
不在者投票者数データを【期日前・不在者投票システム】から、投票速報システム用テンプレ（不在者投票者数.csv）にコピー＆ペースト

テンプレ（不在者投票者数.csv）完成後、
投票速報システムにアップロードし、投票日
前日の作業は完了。

年代別投票状況.csv テンプレ（不在者投票者数.csv）

コピー＆ペースト

テンプレ完成
【期日前・不在者投票システム出力csv】 【投票速報システム入力用csv】



投票速報（確定報告）作成（20日）の概要（現行）

確報フォーマット

投票速報テンプレでインポートした
19日までの不在者投票者数が反映

不在当日分

当日20日に不在者投票担当から受領する
「不在者投票集計表」PDFに記載された

投票者数を手入力

【投票速報システム出力Excel】

【投票速報システム出力Excel】



投票速報（確定報告）作成の概要（現行）
不在者投票担当から受領するPDF（不在者投票集計表）【期日前・不在者投票システム】

①
②

③

④

①データ集積期間の表示

②データ抽出日時

③各投票所別不在者投票者数男女別合計

④不在者投票者数男女別合計

速報担当は２名体制で、この数値を読み上
げながら集計用Excelに手入力する。

※当日はcsvの出力ができない

「令和７年７月４日～令和７年７月20日」と
記載あるが、
・不在担当と速報担当の連携不足
・速報担当者による表示の見落とし
により７月20日のみの投票者数データと誤認



投票速報（確定報告）作成の概要（現行）
PDF読み上げ→Excel手入力

不在者投票担当から受領した不在者投票集計表の
各投票区別の不在者投票者数男女合計を投票区順
に読み上げ、Excelに手入力する。

不在者投票集計表

読み上げ 手入力
（打ち込み）

投票速報担当は、不在者投票集計表

にある投票者数が７月20日のみの

数値だと誤認したまま手入力した。



投票速報（確定報告）作成（20日）の概要（現行）

掲出用確報
「確報フォーマット」「不在当日分」その他シートの投票者数をExcel関数で合算し、
すべての投票者数を一覧表示。区HP掲載用資料。

確報フォーマットの19日までの不在者投票者数と20
日当日分の不在者投票者数が加算される関数が入力
されており、「不在当日分」シートに数値を入力す

れば、全不在者投票者数がここに表示される



“①コピー＆ペーストで転記”した不在者投票者数集計表.csv情報を、“②前回選挙時と比較”

前回使用
不在者投票者数入力シート

【前回選挙時投票者数の導入】
②前回の同じ選挙時の不在者投票者数を事

前に入力し、今回の不在者投票者数と比較可
能とする。投票数に不自然（大きな差）な点
があれば該当セルを赤く表示させる。【不在者投票者数】

システム標準化後は、不在者投票者数集計表が
csv形式で出力されるため、不在者投票者総数欄に
投票者数を①コピー＆ペーストで入力することが
可能に。
※ただし、標準化前に選挙が実施される場合は手
打ち

次回使用予定
不在者投票者数入力シート

システム改善及びフロー見直し（改善後）



計：5,819人

③19日（前日）の不在者投票数入力作業は廃止。
④確報完成後、投票担当係長及び事務局長の決裁を経て、投票者数を確定する。

【不在者投票者数】
次回選挙以降、③速報業務に「19日までの不在者投

票者数」情報は使用しない。
不在者投票総数のみ使用し、二重計上の可能性を排

除する。

【決裁欄の導入】
④投票担当係長・事務局長が投票者数を確認

したうえで大田区選挙管理委員会として投票者
数を確定する。

次回使用予定
掲出用確報シート

システム改善及びフロー見直し（改善後）
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